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この製品の方向性に関する声明は、ジュニパーネットワークスの現在の意図を示す

ものであり、予告なしにいつでも変更されることがあります。ジュニパーネットワークス

が本ステートメントに記載された特徴や機能を提供することを条件として、購入す

ることはできません。

免責事項
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Agenda

• WAN オートメーション最新情報
o 戦略のアップデート情報

o Paragon Automation ユースケースと

差別化の要点

o Itential ワークフローオーケストレーション

• Cloud Metro 最新情報
o 機器モデルのアップデート情報

o スリープモード電力の最適化

• その他のリソース
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WAN オートメーション
最新情報

（PARAGON）
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最適化

レイテンシーベースルーティング

自律的キャパシティの最適化

クローズドループの浄化

保証

ネットワークオブザーバビリティ

Active Assurance

MOP Automation

24H2+24H1

保証

信頼とコンプライアンス
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デバイスオンボーディング
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• オンプレミスの Paragon Automation に
特化した新機能の開発

• S-PA-AS-* の SKU および、
関連プロモーションを含む、サービスとしての 
Paragon Automation の販売終了

Paragon
Automation

Paragon Automation のオンプレミス
セルフホストモデルにフォーカスした新規開発

• ライフサイクル管理
（ベース OS や、ライブラリの更新、など）

• 定期的なセキュリティスキャンとレビュー

セキュリティ、保守性、重要なバグ修正
のためのソフトウェアアップデート

Paragon
Applications

• Paragon ポートフォリオを補完するソリューショ
ンとして、Itential との販売代理店パートナー
シップを締結

• S-ATOM-* の SKU を含む、Anuta ATOM 
との販売代理店パートナーシップを終了

ワークフロー
オーケストレーション

Paragon や PS を含む大規模ハードウエア
のビジネスチャンスに Itential を起用

Anuta ATOM SW ライセンス EoL を
アナウンス （2023年10月16日）
※参考パートナー情報: TSB72820

ジュニパー WAN オートメーションの戦略と焦点

https://iam-signin.juniper.net/app/juniper_apexsupportportal_1/exk1lvg7yxqQNIRSO0h8/sso/saml
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Assure

実証されたメリット

課題

• 測定できていないものを改善することはできない

• CSP は、ドメイン間のネットワークサービスパフォーマンスのリアルタイム可視化が
行えず、ネットワークの運用と自動化が妨げられている

• 特に、データモデルやツールに一貫性がないマルチベンダーのネットワークにおいて、
問題の調査や診断に時間がかかる傾向にある

• サービス品質、ネットワークの健全性、パフォーマンスを明確に可視化

• ネットワークドメインやベンダー間のデータの自動収集と正規化により、
自動化プロジェクトを確実に成功に導く

• インテリジェントな分析（AI/ML 使用）および、問題の根本原因まで
辿れる相関関係

解決策

• 自動化プロジェクトの成功率の向上

• 業務効率の向上

• 迅速な問題解決

• 根本原因の MTTK（Mean Time To Know）の短縮

なぜ Paragon なのでしょうか？

• ネットワークオートメーションプラットフォームにおける、ネットワーク
テレメトリとアクティブデータプレーン測定

• オーケストレーション、制御、パフォーマンス低下の修復のために
Paragon Applications によって、あらかじめ統合

ネットワーク 
オブザーバビリティ 
AI/ML による

ネットワークサービストポロジー サービスモデリング データ正規化

ネットワークテレメトリ
OpenConfig および gNMI ストリーミング テレメトリー、gRPC、

SNMP、NETCONF/YANG、CLI、Syslog、NetFlow、
BYO インジェスト

アクティブ データプレーンの測定
ネットワーク（L2、L3、SD-WAN）、IPTV、OTT、

ビデオ音声、インターネット、ブロードバンド

ソリューション概要

ネットワーク オブザーバビリティ
サービス品質とネットワークパフォーマンスをリアルタイムで可視化
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Assure

偏差値を重視

自
動

検
証

偏差値を重視

ネットワーク オブザーバビリティ
テレメトリ、Active Assurance、トポロジー、信頼関係に基づいてネットワークを監視
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Assure

実証されたメリット

課題

• ネットワーク全体にわたる構成のコンプライアンスと完全性のゼロトラスト
ハードニングにおいて、ベストプラクティスを確保することが困難

• 既存および、新規の脆弱性の追跡と、ネットワークの影響度の評価作業は
煩雑で労力がかかる

• ネットワークで稼働する、さまざまな種類のデバイスやソフトウェアに関連した
EOL サイクルの分析と追跡は複雑

• ネットワークインフラを監視し、信頼度と障害リスクのレベルを測定

• コンフィギュレーションハードニングにより、デバイス単位で信頼性とコンプライ
アンスを強化

• ハードウェア、OS、ソフトウェアパッケージの完全性を確認

解決策

• ネットワークに対する信頼が向上

• 脆弱性リスクの低減

• 自動化による OPEX の削減

なぜ Paragon なのでしょうか？

ソリューション概要

信頼とコンプライアンス
ネットワークにおける、信頼度の確認と定量化

• ネットワークの信頼性を検証、証明、定量化し、
信頼できるネットワークの運用を容易します

https://www.juniper.net/us/en/the-feed/topics/network-automation/automated-wan-network-trust-and-compliance.html
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Assure

ネットワークインフラを監視し、信頼度と障害リスクのレベルを測定

ノード単位で信頼性を強制するための構成ハードニングコンプライアンス

ベンダー SIRT レポートの特定と有効化脆弱性

HW、OS、ソフトウェアパッケージの KGV に対する完全性の検証完全性

ネットワークの信頼性を測定する決定論的な方法ネットワークトラストスコア

ネットワークにおける、信頼度の確認と定量化
信頼できるネットワーク
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要件: 「3つの異なる地域にまたがる、顧客にサービス VPN を展開する必要があり、本番前に検証する必要があります。」

結果: 成果経験を保証する、エラーのないネットワークサービスの即時起動

VPN の導入

VPN サービス監視の導入

VPN サービス Assurance の導入

目的に応じてサービス配置を決定

品質をエンドツーエンドでテスト

ネットワークサービスの有効化

サービス品質を継続的に監視

Intent-based サービスオーケストレーション
Assure サービスのオーケストレーション vs サービスのプロビジョニング
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例:
発券システム（例: Service Now）への接続、
リソース管理システム（例: IPAM、Netbox など）

例:
ソフトウェアのアップグレードと事前・事後チェック
ネットワークのマイグレーション

MOP Automation
ローコード、ドラッグ＆ドロップ キャンバス、
事前構築のオートメーションと変換ライブ
ラリー

IT インテグレーション

例:
クロスドメインサービス オーケストレーションや
複数ベンダー間でのゼロタッチ プロビジョニング 

マルチベンダー
マルチドメイン

例:
TM フォーラム/ETSI 準拠の API リクエストを消費し、
サウスバウンドのシステムに変更

ノースバウンド 
アクセス

例:
カスタムのゴールデンコンフィギュレーション基準への遵守をチェック
異なるデバイスに対し異なる時間のチェックをスケジュール

コンプライアンス

異なる IT システムをシームレス
に接続

あらゆるベンダーとの統合
既存オートメーション スクリプトの活用

ノースバウンドシステムに単一の
API レイヤーを提供

コンプライアンスチェック、
レポーティング、改善プロセス

ジュニパー Paragon を補完する「Itential」とは？
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CLOUD METRO
最新情報
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メトロアクセス＆アグリゲーション MSE を補完するリーンエッジサービスエッジのスケールと細分化
スパイン/リーフ

アグレゲーションファブリック

ACX7332

大規模ビジネス VPN および、
分散 BNGサービス（最大 32k 加入

者）向けに設計

ACX7024X

小規模ビジネス VPN および、
分散型BNG サービスに最適設計

ACX7348

Cloud Metro アグリゲーション向けに設計
最大 4T NIF 容量

ACX7024

Cloud Metro アグリゲーション向けに設計
最大 1T NIF 容量

ACX7020

100Gbps 以下の Cloud Metro
アグリゲーション向けに設計

ACX7509

リーンエッジとして設計
集中フォワーディングで電力と TCO を最小化

最大 8T NIF（ 1st Gen FEB 付き ）
ACX7100-32C

Cloud Metro 100G アグリゲーション
最大 4.8T NIF向けに設計

加えて DC ディープバッファードスパイン性能を実装

ACX7100-48L

Cloud Metro 10-50G アグリゲーション
最大 4.8T NIF 向けに設計

加えて DC ディープバッファードリーフ性能実装

2H23

2H23

1H24

2H24

何のために Cloud Metro プラットフォームを製造？ 



© 2023 Juniper Networks
15Juniper Business Use Only

機能 ACX7024 サポート

使用例 CE および小型 WAN エッジ、動作温度: -40～65℃

FIB テーブルサイズ 128K FIB MD スケール ; 768K FIB 1D 検証済み

ファイアウォール規模 新しいファイアウォールプロファイルで期間規模を倍増（23年度予定）

ZR

• 1RU、奥行き 240mm、19インチラック対応

• 24x1/10/25GE（SFP28）、4x100GE（QDD）

• タイミング（ジュニパー HW/SW）: SyncE、PTP、クラス C/D

• 冷却: 

• 6ファン - 固定（N+1 冗長構成）

• 前後エアフロー 

• 電源: 1+1 AC または DC（FRU）

• PFE: Q2U (BCM88282) - 360 Gbps、GDDR6 ディープバッファ 

• ストレージ - eMMC 32GB

• セキュアブート、トラステッドプラットフォームモジュール 2.0、DevID

• 2x フラッシュブートデバイス - プライマリおよびゴールデン BIOS イメージ 

機能 ACX7024X サポート

使用例
大規模 SP/エンタープライズWAN CPE、プリアグリゲーション、
フル ACX7K リーンエッジ（ロードマップ）、動作温度: 0～40℃

FIB テーブルサイズ
フルルーティングテーブル: 最大 1.5M

FIB 圧縮をサポート（ロードマップ）

CPU: インテル Denverton 8C、 RAM: 64GB DDR4

2H23

New

CPU: インテル Denverton 4C、 RAM: 16GB DDR4

ACX7024 / ACX7024X の概要 
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ACX7348 - 2.4T Q2C
固定ポート 48x1-25GE、8x100GE
I/Oベイ×3

ACX7332 - 2.4T Q2C/OP2
固定ポート 32x1-25GE、8x100GE 
I/O ベイ×3

ZRNew

• 3RU、奥行き 290mm、19インチラック対応

• I/O ベイ: 800G x 2 + 400G x 1 

• 16x SFP56 FPC

• 2x QSFP56 + 4x QSFP28 FPC

• SFP、SFP+、SFP28/56、QSFP+、QSFP28、
QSFP28/56-dd

• MACSec

• 冷却

• 8ファン（4ファントレイ-FRU）、N+1

• 温度硬化

• ACX7332: 0～+55℃

• ACX7348: -40～+65℃

• 前後エアフロー（AFO）

機能 ACX7348/7332 サポート

使用例
大規模 SP アグリゲーション、エンタープライズ WAN、L2/L3 サービスリーン
エッジ、CUPS BNG

FIBテーブルサイズ
フルルーティングテーブル: ACX7348 最大 2.2M / ACX7332 最大8M

ACX7348 にて 4.8M までの拡張 FIB をサポート（ロードマップ）

CUPS BNG
業界初のマーチャントシリコンベースの小型 BNG
OP2/eTCAM 搭載 ACX7332: 32K CUPS BNG セッション

• 電源: 1+1 冗長、AC または DC（FRU） 

• タイミング（ジュニパーHW/SW）: SyncE、PTP、クラス C

• 1PPS および 10MHz、BITS
• GNSS

• PFE: Q2C/OP2、Q2C、Q2X: 1.6～2.4Tbps

• 冗長 RE（オプション）

• CPU: インテルアイスレイク 4C  
• RAM: 64 GB DDR4（2x 32GB SODIMM）
• 大容量ストレージ - 100GB SATA/NVME SSD
• TPM 2.0

1H24

2H23

ACX7300 ラインの概要
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ク
ロ
ス
バ
ー

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

こちらの機器を覚えていますか？
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FEB（マスター）

Q2C-0 Q2C-1

FEB（ホットスタンバイ）

Q2C-0 Q2C-1

PHY PHY
入力
FPC

出力
FPC

• システムに入る WAN トラフィックは、

FPC上の PHY によって両方の FEB に

複製されます（青い矢印）

• それぞれの FEB が内部的にトラフィックを

ルーティング/スイッチングし、入力 FPC

（オレンジ矢印）へ誘導します

• 入力 FPC PHY はマスター FEB からの

トラフィックを WAN 側に渡し、バックアッ

プ FEB からのトラフィックをドロップします

• スイッチオーバーは、すべての FPC の

PHY にある 「セレクタ」ピン をトグルする

ことで実行、その後、他の FEB からのト

ラフィックの転送を開始します

※ACX7509 アーキテクチャの詳細については、 ACX7509 Deep Dive Tech Post をご覧ください 
https://community.juniper.net/blogs/nicolas-fevrier/2022/11/14/acx7509-deepdive

ACX7509
50ms 以下の 100% データプレーン冗長性

https://community.juniper.net/blogs/nicolas-fevrier/2022/11/14/acx7509-deepdive
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ACX7000 ルーターの電力を大幅に節約する簡単な方法：

ポートが PFE に直接接続されている場合と、Gearbox を介して接続されている場合とで、動作が異なります

set interfaces et-0/0/0 unused

ギアボックス ギアボックス

ポート 3ポート 2

PFE

ポート 1
ポート 0
unused

PFE

何もない

“unused” 設定を適用したままシステムを再起動

ギアボックス ギアボックス

ポート 3ポート 2
ポート 1
unused

ポート 0
unused

PFE

ポート 1
ポート 0
unused

PFE

何もない

ポート 1
unused

ポート 0
unused

何もない 何もない

“unused” の適用によって PFE SERDES をシャットダウン

省電力の最適化
空ポートのスリープモード 「unused」 ポート設定
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初期の電力使用量
459W

PHY を持つシステムにおいて
再起動が推奨

set interfaces et-1/0/0 unused
set interfaces et-1/0/1 unused
...
set interfaces et-1/0/31 unused
commit

32x 100GEインターフェース "unused"
→ 406W（差53W）

T1

set interfaces et-1/0/32 unused
set interfaces et-1/0/33 unused
set interfaces et-1/0/34 unused
set interfaces et-1/0/35 unused
commit

4x 400GEインターフェース “unused”
→ 338W (差: 68W)
→ 初期の状態より 121W 少ない

T2

T4

パ
ワ

ー
（

ワ
ッ
ト

）

1 初期の電力使用量 459W に基づく
2 システム再起動時、またはシステム再起動なしで
100G ポートあたり 1.66W (0.36%)

request system reboot

システム再起動
→ 242W (差: 96W)
→ 開始時点より 217W 低下

T3

400GE インターフェースにおいて
システムの再起動は不要

ACX7100-32C の 「unused」 ポート
400G ポートあたり平均 17W（3.7%1） 100G ポートあたり平均 4.66W2（1.0%1）の電力節約
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• 新規 ACX7000 ルーターをプロビジョニングの場合

– 空のポートをすべて “unused” に設定

– ACX7100-32C の場合はシステムを再起動、ACX7509 の場合は FPC を再起動

• ギアボックス付きシステムの大幅な省電力化 

– ACX7100-32C、ACX7509、ACX73xx

• 新規の光モジュールを挿入する際、設定を削除

– 再起動不要

– 他のポートへの影響はありません

set interfaces et-0/0/x unused

空ポートのスリープモード電力最適化
推奨/ベストプラクティス
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1Tele Columbus プレスリリース: https://www.telecolumbus.com/tele-columbus-deploys-transformational-cloud-metro-infrastructure-with-juniper-networks-nec/

• 将来性のある容量: 
100G から 400G への移行が容易となる

• ユーザーにより近い高密度分散光アクセスの
ネットワークのスケールアウトをサポート

• リンク効率に優れた L3 ベースの設計

なぜジュニパー ACX7K？

「Cloud Metro ソリューションは...

Tele Columbus のビジョン、持続可能性の必要性、商業的

配慮を前面に押し出したマイグレーションパスを可能にした1

- ミヒャエル・フレンクル、Tele Columbus 社 CTO

Tele Columbus の PŸUR について
高速インターネット、電話、200 以上のテレビチャ
ンネルを 3M 以上の家庭に提供するドイツの大手

光ファイバーネットワーク事業者

OLT

RPD

OLT

RPD

OLT

RPD

OLT

RPD

屋外

リージョナルコア

リージョナルコア

リージョナルコアDC

地域アクセスリング

CGN

CGN

MX10K16 MX10K8 MX480
SPC3

ACX7K ACX710

オンデマンド配信ウェビナー: https://www.lightreading.com/light-reading-webinars/the-metro-to-cloud-metro-evolution-drivers-requirements-and-progress-best-practices-for-your-journey-

Tele Columbus（PŸUR）
ジュニパー Cloud Metro による コンシューマ＋ビジネスサービスの融合

https://www.telecolumbus.com/tele-columbus-deploys-transformational-cloud-metro-infrastructure-with-juniper-networks-nec/
https://www.lightreading.com/light-reading-webinars/the-metro-to-cloud-metro-evolution-drivers-requirements-and-progress-best-practices-for-your-journey-
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その他のリソース
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詳細はこちら

https://apps.juniper.net/power-calculator/
（※パートナー用）

ジュニパー電力計算サイト

https://apps.juniper.net/power-calculator/
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電力使用量に影響を与える、すべてのパラメータを特定することによって、

テストケースの定義に役立ち、最終的に電力計算の構築を可能とする

消費電力のモデルパラメータ
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https://www.juniper.net/content/dam/www/assets/sustainability/us/en/day-one-green-juniper-networks-2023.pdf 

サステナブル ネットワーキング

https://www.juniper.net/content/dam/www/assets/sustainability/us/en/day-one-green-juniper-networks-2023.pdf
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